
7023 久楽
kuraku世界の旅：アラスカ秋冬の旅 118 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

踏切でのお遊び。列⾞は来るのか、来るはずのない時期なのか、 
いろいろ想像しながら、前回の訪問など、思いめぐらせながら、時間を楽しんだ。 

いい休憩の時間になった。 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 



山はみどり 野に花 人にはこころ 
 

レールにも触れる。映画のワンシーにも、使えないか。 
踏切の警報⾳、どんな響きだったか、脳裏をよぎった。⾵が吹くと、 

半端ない寒さ。ひとり遊びは、慣れているが、そろそろ、次へ、進んだ⽅が、良さそう。 
踏切の警報⾳は、鳴らなかった。 

 
 
 

   
 
 
 

 


